
1991年出上の木簡

状
況
で
検
出
さ
れ
た
。
流
路
は
水
田
土
壌
層
の
下
半
部
分
に
存
在
す
る
。

ω
は
禁
制
木
簡
で
あ
る
。　
一
九
九

一
年
度
出
上
の
禁
制
木
筒
よ
り
約
二
〇
〇

ｍ
下
流
で
出
上
し
て
い
る
。
三
片
に
折
れ
て
出
上
し
た
。
中
央
下
半
に
は
径
約

三
硼
の
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。

②
は
⑪
と
同

一
地
点
よ
り
出
土
し
て
い
る
が
、
厚
み

・
字
体
と
も
に
ω
と
は

異
な
る
こ
と
か
ら
、
別
個
体
と
考
え
ら
れ
る
。
右
辺
の
み
遺
存
し
て
い
る
。

０
は
平
安
時
代
の
水
田
土
壌
層
上
半
中
よ
り
出
上
し
て
い
る
。

④
Ｏ
は
曲
物
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
側
板
外
面
に
墨
書
が
存
在
す
る
。
０
は
側

板
片
で
あ
る
が
、
④
は
底
板
が
遺
存
し
て
い
る
。
④
と
⑤
は
近
世
の
洪
水
砂
層

よ
り
伴
出
し
て
お
り
、
同

一
個
体
も
し
く
は
身

・
蓋
の
可
能
性
が
高
い
。
④
に

は
水
鳥
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
墨
痕
も
ニ
カ
所
存
在
し
て
い
る
。
⑤
は
四
行
以

外
に
も
数
力
所
の
昌
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
廣
野
誠
氏
及
び
兵
庫
県
立

歴
史
博
物
館
の
諸
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（西
日
　
圭
介
）

小
敷
田
遺
跡

（埼
玉
県
行
田
市
）
か
ら

最
古
級
の
呪
符
木
簡
出
土

小
敷
田
遺
跡
は
最
古
級
の
出
挙
木
簡
や

「御
前
」
な
ど
の
書
式
を
も
つ

文
書
木
簡
が
出
土
し
た
こ
と
で
著
名
で
あ
る
。
今
回
発
掘
調
査
報
告
書
作

成
に
あ
た
っ
て
最
古
級
の
呪
符
木
簡
が
見
つ
か
っ
た
と
報
告
さ
れ
た
。
年

代
は
七
世
紀
末
と
八
世
紀
初
で
、
そ
の
釈
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

八
号
木
簡

（『木
簡
研
究
』
七
号
で
は
⑥
と
し
た
も
の
）

。
「
　
十回］「円『
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上
―
―
墟

田
理
―
―
て
き
）と
驚

な
お
、
発
掘
調
査
報
告
書

『
小
敷
田
遺
跡
』
の
体
裁
と
入
手
方
法
に
つ

い
て
は
左
記
の
と
お
り
。
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（三
分
冊
）
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